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▼
３
月
下
旬
の
こ
と

で
し
た
。
山
本
宮
内

庁
長
官
よ
り
、
ご
案

内
が
届
き
ま
し
た
。

『
天
皇
皇
后
両
陛
下

に
は
来
る
４
月
20
日
赤
坂
御
苑
に
お
い

て
御
催
し
の
園
遊
会
に
お
招
き
に
な
り

ま
す
の
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
』
驚

き
と
感
謝
の
思
い
で
お
受
け
い
た
し
ま

し
た
。
▼
当
日
の
赤
坂
御
苑
は
、
晴
天

の
下
、
こ
の
上
な
い
日
和
の
中
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
で
活
躍
し
た
メ
ダ
リ
ス
ト
を
は

じ
め
、
各
界
の
功
労
者
約
二
千
人
が
お

招
き
を
受
け
て
お
り
、
招
待
の
皆
様
に

陛
下
が
労
い
の
言
葉
を
掛
け
て
お
回
り

に
な
り
ま
し
た
。
皇
太
子
さ
ま
や
秋
篠

宮
ご
夫
妻
様
ら
皇
族
の
各
殿
下
も
一
緒

に
お
回
り
に
な
り
、
に
こ
や
か
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
皇
后
陛
下

の
「
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
」
と
い

う
、
お
し
と
や
か
で
、
透
き
通
る
よ
う

な
優
し
い
お
言
葉
に
、
心
身
と
も
に
癒

や
さ
れ
、
長
年
の
疲
れ
も
飛
ぶ
よ
う
な

想
い
で
し
た
。
▼
多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
、
職
務
を
遂
行
し
て
こ
ら
れ
た
か
ら

こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
体
験

が
で
き
た
の
だ
と
、
村
民
皆
様
に
は
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
層
の
村

政
充
実
の
た
め
に
精
進
し
な
け
れ
ば

と
、
誓
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

大 

樂 

勝 

弘

こちら

村長室

■ＣＬＯＳＥ  ＵＰ  ＳＡＭＥＧＡＷＡ

■行政NAVI

第 26回さわやか高原ロードレース大会

村税完納継続 60年に感謝
平成 30年度鮫川村職員採用候補者試験 ほか

７

■さめがわの教育

■ほっとニュース

ぼく・わたしの夢―鮫川小
学校だより―青生野小 

２つの小学校で運動会
こどもセンターでさつまいもの苗植 ほか

Information

７月

夏の村内イベントのお知らせ

●夏のコンサート (16日 )
　フロイエンベルグ・アンサンブル
　15：00開場、15：30開演
　＠村公民館
　主催 -フロイエンベルグ・アンサンブル
　／鮫川村

●さめがわdeマルシェ (16日 )
　フリーマーケット
　10：00～ 16：00
　＠村農産物加工・直売所 手・まめ・館
　主催 - さめがわdeマルシェ実行委員会
　／後援 -鮫川村

●キャンプフェスタ (16日～ 17日 )
　16日 10：00オープン
　17日 14：00チェックアウト
　＠鹿角平観光牧場
　主催 - キャンプフェスタ実行委員会／
　後援 -村商工会、モトパーク森

８月
●小童まつり (５日 )

●鮫川村花火大会 (15日 )
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村
体
育
協
会(

大
橋
邦
次
会
長)

主
催
の
「
第
26
回
さ
わ
や
か
高
原
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
は
６
月
18
日
、

鹿
角
平
観
光
牧
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
村
内
外
の
ラ
ン
ナ
ー

３
１
０
人
が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
選
手
の
家
族
な
ど
を
含
め
、

過
去
最
多
の
総
勢
４
６
７
人
の
参
加

者
が
詰
め
か
け
、
会
場
と
な
っ
た
鹿

角
平
観
光
牧
場
は
大
変
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
沿
道
か
ら
送
ら
れ
る
た
く
さ

ん
の
声
援
に
応
え
る
よ
う
に
、
選
手

た
ち
は
力
強
く
走
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
距
離
や
年
齢
、
性
別
の
異

な
る
10
の
部
門
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
小
学
校
１
・
２
年
生
部
門

で
は
、
昨
年
度
よ
り
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
、
１
km
の
距
離
を
諦

め
ず
に
最
後
ま
で
走
り
抜
き
ま
し
た
。

ま
た
、
村
外
か
ら
の
参
加
者
が
多
か

っ
た
親
子
部
門
で
は
、
手
を
ひ
か
れ

な
が
ら
一
生
懸
命
走
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

▼男子フリーⅠ ５km (22名参加)

①佐藤征昭（鏡石町）②鈴木悟（らんRUNクラブ）③鈴木宏之（茨城県つくばみらい市）

▼男子フリーⅡ ３km (78名参加)

①圓谷吏生（浅川町）②安藤要（棚倉中）③中山翔太（棚倉中）

▼男子小学５・６年生 ２km (13名参加)

①藤田和生（西郷村）②藤田友稀（らんRUNクラブ）③木村光佑（らんRUNクラブ）

▼男子小学３・４年生 1.5km (16名参加)

①藤田碧之助（棚倉町）②佐藤慶人（白河市）③保田陽輝（郡山市）

▼男子小学１・２年生 １km (16名参加)

①草野海成（いわき市）②佐藤楓峨（鮫川小）③鈴木晴貴（棚倉町）

▼女子フリー ３km (69名参加)

①圓谷美侑（浅川町）②北條佑奈（鮫川中）③須藤由衣（鮫川中）

▼女子小学５・６年生 ２km (20名参加)

①圓谷仁緒（棚倉町）②滝深心咲（棚倉町）③岩崎聖奈（浅川町）

▼女子小学３・４年生 1.5km (19名参加)

①佐藤舞歩（西郷村）②添田結衣（浅川町）③本郷芽生（鮫川小）

▼女子小学１・２年生 １km (15名参加)

①藤田佳乃（棚倉町）②滝深心望（棚倉町）③森夏帆（鮫川小）

第26回
さわやか高原ロードレース大会

おめでとう！ -上位入賞者紹介-

１_スタートの合図で一斉に走り出す選手た

ち。中学生から大人まで真剣勝負です／２_最
長距離５kmを走る選手たち／３_女子フリー部
門では村の中学生の力走が目立ちました

上位入賞者にはトロフィー
と賞状が贈呈されました

沿道からの応援にも力が入
ります １

３

２

４_競技のあとも元気に遊びまわる子どもたち。鹿
角平には笑顔が溢れました／５_今日は遊具も満員
です／６_摘んだお花で冠やネックレスを作ります／
７_焼肉用の炭の準備作業。用意した席はほぼ満席
となりました／８_頑張ったご褒美の焼肉。家族で

おいしくいただきます／９_動いた後はお腹もペコペ

コです。仲間で焼き肉を楽しみました

４

５ ６

７ ８

９
右_小さな体を目いっぱい使って頑張りました／中_親子そろって走る親子部門。励まし合ってゴールを目指します／
左_時には立ち止まることもあります。それでもお母さんと一緒に最後まで頑張りました

　会場では、あちらこちらで子どもたちが元
気に遊ぶ姿がありました。開放的な牧草地で
は笑顔もひときわ輝きます。競技終了後は、
鉄板を囲んで焼肉を堪能しました。それぞれ
の健闘をたたえ合い、親睦を深めました。

ち
び
っ
こ
ラ
ン
ナ
ー

も
活
躍

参
加
者
は
過
去
最
多

CLOSE  UP  SAMEGAWA
ク ロ ー ズ　 ア ッ プ　 さ め が わ
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平
成
29
年
度
納
税
表
彰
式
・
納
税

組
長
会
議
を
６
月
25
日
、
村
公
民
館

で
行
い
、
区
長
や
組
長
、
来
賓
な
ど

約
２
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
納

税
表
彰
式
で
は
、
完
納
を
達
成
し
た

行
政
区
や
納
税
組
合
に
表
彰
状
が
、

退
職
統
計
調
査
員
や
善
行
者
に
対
し

て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
納
税
組
長
会
議
を
行

い
、
各
課
長
が
本
年
度
の
村
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
以
降
、
保
険
料
の
軽

減
措
置
は
次
の
通
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

均
等
割
額
軽
減
措
置
の

所
得
基
準
の
拡
大

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
の
合
計
額
が
基
準

以
下
の
場
合
は
均
等
割
額
が
軽
減
さ

円
以
下
の
人
の
軽
減
措
置
は
平
成
29

年
度
に
２
割
軽
減
、
平
成
30
年
度
に

軽
減
な
し
と
な
り
ま
す
。︻
表
２
︼

被
扶
養
者
の
均
等
割
額
の

軽
減
措
置
の
改
正

　

制
度
加
入
の
前
日
に
、
被
用
者
保

険
な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

は
、
均
等
割
額
は
平
成
29
年
度
７
割

軽
減
、
平
成
30
年
度
５
割
軽
減
、
平

成
31
年
度
以
降
は
資
格
取
得
後
２
年

間
は
５
割
軽
減
︵
３
年
目
以
降
は
軽

減
な
し
︶
と
な
り
ま
す
。︻
表
３
︼

な
ぜ
制
度
の
改
正
が

必
要
な
の
か

　

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特

例
は
、
平
成
20
年
度
の
制
度
発
足
時

に
お
け
る
激
変
緩
和
措
置
と
し
て

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
制
度
発
足
か

ら
約
９
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と

や
、
こ
れ
ま
で
に
特
例
実
施
の
た
め

に
７
千
２
０
０
億
円
も
の
国
費
が
投

入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
制

度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、

世
代
間
・
世
代
内
の
負
担
の
公
平
を

図
り
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を

求
め
る
観
点
か
ら
見
直
し
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

れ
ま
す
が
、
改
正
に
よ
り
５
割
軽
減

と
２
割
軽
減
に
お
け
る
基
準
が
変
わ

り
ま
し
た
︻
表
１
︼

所
得
割
額
の

軽
減
措
置
の
改
正

　

所
得
割
額
を
負
担
す
る
人
の
う
ち
、

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
が
58
万

に
完
納
し
た
組
合)　

名
下
一
ほ

か
74
組
合

■
完
納
組
合(

平
成
28
年
度
内
に
完

納
し
た
組
合)　

酒
垂
新
ほ
か
62

組
合

■
感
謝
状
等
贈
呈　

▼
長
年
、
統
計

調
査
員
と
し
て
勤
続
さ
れ
た
方
に

対
す
る
感
謝
状
︙
國
井
義
郎(

55

年
１
カ
月)

、
故
・
加
藤
憲
治

(

11
年
11
カ
月)

▼
村
政
の
振
興

に
寄
与
さ
れ
た
方
に
対
す
る
感
謝

状
︙
橋
本
ミ
チ
子

　

表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
の
受
賞
者

(

団
体)

は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬

称
略)

■
村
税
60
年
継
続
完
納
達
成
行
政
区

表
彰
　
赤
坂
東
野
・
石
井
草
区

■
完
納
行
政
区
表
彰　

赤
坂
西
野
区

︵
61
年
継
続
︶
西
山
区(

65
年
継

続)

赤
坂
中
野
区(

61
年
継
続)

富

田
区(

62
年
継
続)

渡
瀬
区(

62
年

継
続)

青
生
野
区(

61
年
継
続)

■
納
期
前
完
納
組
合
表
彰(

平
成
28

年
４
月
25
日
ま
で
に
概
算
前
納
し

た
組
合)　

切
払
東
ほ
か
10
組
合

■
納
期
内
完
納
組
合(

平
成
28
年
内

平
成
29
年
度
納
税
表
彰
式
・
納
税
組
長
会
議

村
税
完
納
継
続
60
年
に
感
謝

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
軽
減
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

納税完納の表彰を受ける行政区長

表彰式には区長や組長、来賓など約 200人が出席

村税 60年継続完納達成表彰を受ける赤坂東野・石
井草区長

【表１】均等割額軽減措置の所得基準の拡大
軽減割合 同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額などの合計額

９割軽減
33万円(基礎控除額)以下で、世帯内の全被保険者の公的年

金収入が80万円以下(その他の各種所得がない)の場合

8.5割軽減 33万円(基礎控除額)以下の場合

５割軽減 33万円(基礎控除額)+(27万円×被保険者数)以下の場合

２割軽減 33万円(基礎控除額)+(49万円×被保険者数)以下の場合

下線部が、改正により変更が生じた箇所

※26.5万円→27万円、48万円→49万円）

【表２】所得割額の軽減措置の改正

平成28年度 平成29年度 平成30年度

５割軽減 ２割軽減 軽減なし

※平成29年度までは特例的な措置であり、平成30年度以降
　が法令的上の本則です

【表３】被扶養者の均等割額の軽減措置の改正

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度以降

９割軽減 ７割軽減 ５割軽減
資格取得後２年間５割軽減

(３年目以降軽減なし)

※平成29年度までは特例的な措置であり、平成30年度以降が法令的上の
　本則です。なお、この軽減措置の対象でなくなっても所得の低い人で均等
　割額の９割・8.5割の軽減対象となる人はそちらの軽減措置が適用されます

退
任
さ
れ
た
行
政
相
談
員

須
藤
幸
子
さ
ん(

赤
坂
東
野)

に

感
謝
状
贈
呈

　

平
成
29
年
３
月
31
日
付
け
で
行
政

相
談
員
を
退
任
し
た
須
藤
幸
子
さ
ん

に
総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
須
藤
さ
ん
は
10
年
に
わ
た
り

村
担
当
の
行
政

相
談
員
を
務
め
、

村
民
か
ら
の
相

談
を
受
け
付
け
、

そ
の
解
決
に
尽

力
し
て
き
ま
し

た
。

福
島
交
通
教
育
専
門
員

鈴
木
勲
さ
ん(

赤
坂
中
野)

が

永
年
勤
続
表
彰
を
受
賞

　

平
成
29
年
５
月
26
日
に
鈴
木
勲
さ

ん
が
県
交
通
教
育
専
門
員
と
し
て

永
年
勤
続
表
彰(

在
職
９
年
以
上)

を
受
賞
し
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、

街
頭
指
導
や
交

通
安
全
教
室
を

通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
交
通

ル
ー
ル
の
大
切

さ
を
伝
え
て
き

ま
し
た
。

赤坂東野・石井草区
Voice 本郷　秀季 区長

先代たちが伝え続けてきた納税
意識の高さに感謝しています

 完納60年を無事に迎えられて、ようやく、他の区と並ぶこ

とができましたので、まずはほっとしています。そして、区民
の皆様の理解・協力と歴代の組長たちの努力が、ひとつの

区切りを迎えることができて大変うれしく思います。
　60年は、人間で言えば還暦。そうとう長い年月であった

と思います。聞くところによると、60年前は村全体として、ま
だ納税意識が低く、納税状況が特に芳しくなかったそうで

す。そういった時期に、納税貯蓄組合などが発足し、意識を

変えていこうということになり、村全体をあげて地道にやっ

てきた成果が今に繋がり、完納60年を迎えることができた

のだと感じています。ときには冷害や不況など、大変な時期
もあったと思いますが、それでも意識高く続けてこられたの

はすごいことだと思います。これからも、皆様のご理解を得
て、この意識を後世に伝えていければいいと思っています。
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舟木玲
れ お

王さん

Education
さめがわの教育

運
動
会
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

　

恵
ま
れ
た
晴
天
の
中
、
５
月
28
日

(

日)

に
青
生
野
小
学
校
・
青
生
野

区
民
大
運
動
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓
の
方
々
、

地
区
や
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
と

ご
協
力
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
心
を
一
つ
に
、
仲
良
く
元

気
に
頑
張
る
青
生
野
っ
子
」
で
す
。

一
人
一
人
が
自
分
の
種
目
や
役
割
な

ど
を
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
特
に
鼓
笛
は
、
休
み
時
間

も
自
主
的
な
練
習
を
し
て
、
教
え
合

う
場
面
が
見
ら
れ
、
本
番
で
は
「
心

を
一
つ
に
」
見
事
な
演
奏
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
な
あ
れ

　

地
域
の
女
性
の
方
々
が
、
学
校
前

の
国
道
沿
い
に
花
を
植
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
美
し
い
も
の

を
感
じ
る
心
が
育
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
村
の
地
域
整
備
課
よ
り
、
花
の

苗
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
先
生
方
で
、
花
壇
に

植
え
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
花
が
、

学
校
を
華
や
か
に
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。

(

文
・
写
真
／
青
生
野
小
学
校)

青生野小学校編

（153）

獣医さんになりたい

私の家では牛を飼っていて、私も時々えさや

りなどを手伝っています。家の牛をいつも助
けてくれる獣医さんの姿に憧れて、獣医さん

になりたいと思うようになりました。動物好
きなおばあちゃんの影響で家には他にもたく

さん動物がいます。私も動物が好きなので、
勉強は大変かもしれませんが、獣医さんに

なれるように頑張りたいです。中川友
ゆ う な

愛さん

ぼく・わたしの夢 ＜第26回＞　鮫川小６年生

プロ野球選手になりたい

２年生の時に、春の選抜を見たことがきっ

かけで野球を始めました。始めたての頃、
親から「いとこのお兄さんをお手本に頑張れ」
と応援してもらい、練習も頑張りました。野
球では試合に勝った瞬間が一番嬉しいです。
将来は、大谷翔平選手のようなプロ野球選
手になりたいです。今年は６年生で野球部
最後の年なので、下から這い上がる気持ち

で、しっかり締めくくりたいです。

　「はい、結果を先にね！」
　毎日の生活で、パートナーから報
告を受けることが多くあります。以前
は、その報告が時間の経過を追っての

説明だったので、イメージするのに心
が穏やかではありませんでした。
　近年、やっとのことで結論が先の報
告になり、受ける側の気持ちはとても

楽になり、心が落ちついて聞けるよう

になりました。すると、その報告に対
して質問をしたり、確かめたりして、立
場が反対になっても良かったのではな

いかと思っています。電話による話も

意識し、要件を先に相手に伝えている

ようです。
　そのためか、二人には感謝やねぎら

いの言葉も出るようになっています。
　一方で、「メール」や幼児の未熟な

言葉づかいに対しては、
　「○○ってどういうこと？」
と、聞き出すように努め、ことばの力
を育てています。

奧貫　洋

教育長コラム

行政

ＮＡＶＩ
 

村
は
、
平
成
30
年
度
鮫
川
村
職
員

採
用
候
補
者
試
験
の
応
募
を
受
け
付

け
ま
す
。

■
募
集
内
容

【
一
般
事
務
（
高
校
卒
程
度
）】

採
用
予
定
人
員　

２
人
程
度

受
験
資
格　

平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
校
卒
ま
た
は
30

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

試
験
方
法　

▼
第
１
次
試
験
︙
教
養

試
験
︵
高
校
卒
業
程
度
︶
／
各
種

検
査
︵
事
務
適
性
検
査
、
一
般
性

格
診
断
検
査
、
職
場
適
応
性
検

査
︶▼
第
２
次
試
験
︙
個
別
面
接
、

小
論
文

【
栄
養
士
】

採
用
予
定
人
員　

１
人
程
度

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
管
理
栄
養

士
免
許
を
有
す
る
人

試
験
方
法　

▼
第
１
次
試
験
︙
教
養

試
験
︵
短
大
卒
業
程
度
︶
／
専
門

試
験
／
各
種
検
査
︵
事
務
適
性
検

査
、
一
般
性
格
診
断
検
査
、
職
場

適
応
性
検
査
︶
▼
第
２
次
試
験
︙

個
別
面
接
、
小
論
文

■
試
験
の
期
日
お
よ
び
場
所

第
１
次
試
験
︙
平
成
29
年
９
月
17

日
㊐
９
時
～
９
時
30
分
受
け
付

け
・
棚
倉
町
立
図
書
館
︵
棚
倉
町

棚
倉
新
町
21-

１
︶
※
10
月
下
旬

に
役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番

号
を
掲
示
す
る
ほ
か
、
受
験
者
全

員
へ
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

第
２
次
試
験
︙
第
１
次
試
験
合
格

者
に
対
し
て
後
日
通
知
し
ま
す
。

■
受
験
手
続
き

申
込
用
紙
の
請
求
　
申
込
用
紙
は
、

役
場
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の

表
に
、
一
般
事
務
の
場
合
は
「
高

校
卒
程
度
試
験
申
込
用
紙
請
求
」、

栄
養
士
の
場
合
は
「
資
格
免
許
職

試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
総
務
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
自

分
あ
て
の
返
信
用
封
筒
︵
角
型
２

号
︶
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
︙
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
役
場
総
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
郵

送
す
る
場
合
は
、
封
筒
に
「
職
員

採
用
候
補
者
試
験
申
込
」
と
朱
書

き
し
て
簡
易
書
留
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
３
９
２
円
切
手
を
貼
っ

た
自
分
あ
て
の
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

平
成
29
年
７
月
12
日
㊌
か
ら
８
月

10
日
㊍
ま
で
︵
執
務
時
間
中
に
限

り
ま
す
︶。
郵
便
に
よ
る
申
込
書

の
提
出
は
、
８
月
８
日
㊋
ま
で
の

消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

問
村
総
務
課
総
務
係
☎
㊾
３
１
１
１

平
成
30
年
度
鮫
川
村
職
員
採
用
候
補
者
試
験

国民健康保険運営協議会委員
を委嘱しました

　29年５月１日付で、新しい国民健康
保険運営協議会委員が村長から委嘱さ

れました。
　運営協議会委員は、国民健康保険の

運営に関し、必要な意見交換、調査や

審議、さらに村長へ意見を述べること

ができます。任期は、31年４月30日ま

での２年間です。
■被保険者の代表
　赤坂博男、我妻久子
■保険医の代表
　小野節、小松正三
■公益の代表
　鈴木香（会長）
　本郷秀季（会長職務代理者）
問村住民福祉課住民係☎㊾３１１２

プールを夜間開放します
平成29年７月21日(金)～８月24日(木)の期間、村農業者
トレーニングセンターのプールが夜間も利用可能になり
ます。ぜひご利用ください。
■夜間プール利用時間　火曜日～日曜日
　　　　　　　　　　　19時00分～20時50分
また、村農業者トレーニングセンターは、この期間に限
り、月曜日も臨時開館します。
問農業者トレーニングセンター☎49３２９５
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健診結果の見方などスライドを用いて説明する矢島先生

左_大小さまざまな荷物を運び得点を競う「荷物とどきました」(青生野
小全学年）／右_地域の人も参加し汗を流しました(青生野小児童・敬老)

　保健センターでは、５月12日に「平成30年度からの医療
保険改革に関する合同研修会」が開催され、村の健康づ

くり団体関係者など76名が参加しました。講師に千葉県
病院局長の矢島鉄也氏(元厚生労働省健康局長)をお招き

し、これから始まる新たな医療制度のポイントや、村の医
療費の現状分析などを説明いただきました。参加者からは

「説明がわかりやすかった」「知らない情報が多くて、と
てもためになった」などの声が聞かれました。

ほ っ と ニ ュ ー スほ っ と ニ ュ ー ス

健診結果から重症化予防を考える
医療保険改革に関する合同研修会を開催

１

「大切に育てます」と話す松本清一さん(右)と君子さん(中央)

　富田区高齢者支援部会は６月７日、地域の高齢者の生き
がい作りのため、あじさいなどを33名の支援者のもとへ配
布しました。会長の松本哲明さんは「花のお世話をしても

らうことで、高齢者の方に生きがいを感じてほしい」と活動
の目的を話します。富田区高齢者支援部会の活動は今年
で８年目を迎えます。毎月発行の「元気だより」などを通し
て、地域の高齢者の元気を応援し、支えています。

地域の高齢者の生きがい作りに
富田区高齢者支援部会があじさいなどの花を配布

農業者トレーニングセンター沿道のゴミ拾いをする拳士

感謝の気持ちを込めて
拳士がトレセン周辺のゴミ拾い

　少林寺拳法連盟福島鮫川道院拳友会(小松照義道院
長)は６月17日、練習の拠点としている村農業者トレーニン

グセンター周辺のごみ拾いを行いました。
　この活動は、少林寺拳法の開祖、宗道臣の教えのもと、
全国2900支部が一斉に地域貢献活動を行う日と定めて取
り組んでいます。今年で23回目を数え、小学生の拳士６人
が参加。日ごろの感謝の気持ちを込めて汗を流しました。

終わる頃には慣れた手つきで次 と々植える児童もいました

秋の収穫を楽しみに
鮫川小５年生が田植え体験

　毎年、鮫川小５年生は１年間通して米作りを体験してい

ます。今年の田植え作業は５月29日、晴天の下、高野博光さ

ん＝発地岡＝の指導で行われました。児童たちは、はだし

で田んぼに入り、苗を１本ずつ手で植えました。「足が抜け

ないー！」「気持ちいい！」など、児童たちの賑やかな声が

春の田園風景に響きました。秋には稲刈りと収穫祭を行い

、自分たちで育てたお米を味わう予定です。

真剣に苗を植える園児たち

大きく育ってね
こどもセンターでサツマイモの苗植え

　こどもセンターのサツマイモ苗植えは６月６日、同所近
くの畑で行われました。西野長寿会の会員らが協力。晴天
の下、子どもたちは植え方を教わりながら、１本ずつ丁寧に

植え付けました。その後、「元気に育ってね」と声をかけな

がら、ペットボトルに入れて持参した水をゆっくりと注ぎ、
大きく育って収穫できることを楽しみにしていました。

大樂村長から賀寿を手渡される高坂ミチさん

高坂ミチさんの賀寿を祝う
大正６年生まれ満１００歳を迎える

　大正６年５月生まれで満１００歳を迎えた高坂ミチさん

に５月25日、特別養護老人ホームさめがわにおいて長寿を

祝う賀寿および記念品などの贈呈が行われました。鈴木
栄子県南保健福祉事務所健康福祉部主幹兼副部長から

知事賀寿と記念品が手渡され、続いて大樂村長から賀寿、
祝金や花束が贈られました。

子どもたちが元気に駆け回る
２つの小学校で運動会

村のマスコットキャラクター

ゆうきくんも活躍しました

上 _応援にも力が入った騎

馬戦（鮫川小５・６年生）／

左 _「親子でデカパンレッツ

ゴー !!」(鮫川小１・２年生・
保護者 )

　村内２つの小学校の運動会は５月に開かれ、子
どもたちの元気な声が響き渡りました。
　鮫川小（芳賀なおみ校長、159人）は20日、青
生野小（藤田篤校長、８人）は28日に各会場で開
催。短距離走やリレーなど、おなじみの種目のほ

か、趣向を凝らしたさまざまな種目で競い合いま

した。児童たちは、家族らの大きな声援を受けな

がら、元気いっぱいに駆け回っていました。
　また、保護者や地域住民も種目に参加し、会場
を盛り上げました。
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鮫川村を冒険しよう
-今すぐ行ける探検スポット-

一、天候に気を付けるべし

　　　特に雨が降ったら川には近寄らないこと。

一、動きやすい格好で、特に長袖、長ズボンを

　　着用するべし

　　　帽子、虫除けがあればなお良い。

　　　また、黒色の服よりも白色の服の方が良い。

一、野生の生物に気を付けるべし

　　　ハチ、ヘビ、イノシシなど、見つけたら近づかない。

一、目・耳・鼻など五感をよく働かせるべし

　　　冒険中は新しい発見があるかもしれない。

　　　周りをよく観察しよう。

一、疑問に思ったことを大切にするべし

　　　花や樹木、鳥の鳴き声、水の流れなど、

　　　感じたことが新しい発見に繋がるぞ。

一、知識を付けるべし

　　　生物や植物の観察するポイントなどを

　　　知っていると、冒険の役に立つぞ。

所要時間【15分】
冒険度★☆☆

所要時間【30分】
冒険度★★☆

所要時間【15分】
冒険度★★☆

①
鹿
角
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

【
林
間
コ
ー
ス
】

③
天
狗
橋

④
江
竜
田
の
滝 所

要
時
間
【
30
分
〜
】

冒
険
度
★
☆
☆

所
要
時
間
【
20
分
】

冒
険
度
★
★
★

②強滝

【下流域】

【上流域】

冒険者の心得

　

鹿
角
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
は
、
一
周
２
・
５
㌔

メ
ー
ト
ル
の
本
コ
ー
ス
と
、
雑
木
林
の
中
を
進
む
２
・
８
㌔

メ
ー
ト
ル
の
林
間
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
中
で
も
平

成
27
年
に
完
成
し
た
林
間
コ
ー
ス
は
、
開
放
的
な
雰
囲
気
の

牧
場
風
景
と
は
対
照
的
に
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
道
を
進
む
の

が
特
徴
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
に
分
岐
す
る
コ
ー
ス
は
、
本
コ
ー

ス
と
林
間
コ
ー
ス
を
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
異
な
る
景
色
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
周
回
ら
ず
と
も
、
途
中
で
コ
ー
ス
を
変
え

て
戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
無
理
の
な
い
探
検
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
角
平
観
光
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
の
ス
ト
ッ
ク
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の

で
、
足
腰
に
あ
ま
り
自
信
が
な
い
人
で
も
、
負
担
を
軽
減
し

な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
の
中
心
部
近
く
、
国
道

沿
い
を
流
れ
る
強
滝
。
季
節

ご
と
に
美
し
い
風
景
を
見
せ

て
く
れ
る
強
滝
で
す
が
、
川

に
架
か
っ
た
橋
を
渡
る
と
、

滝
沿
い
を
歩
け
る
散
策
路
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
滝
を
横

目
に
探
検
が
可
能
で
す
。

　

そ
の
昔
、
天
狗
が

か
け
た
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
石
橋
。

橋
ま
で
の
道
の
り
は

長
く
あ
り
ま
せ
ん
が

自
然
が
多
く
残
り
、

ま
る
で
森
に
迷
い
込

ん
だ
よ
う
な
感
覚
を

覚
え
ま
す
。
獣
道
の

よ
う
な
道
が
続
く
う

え
に
、
川
の
水
で
湿

り
、
滑
り
や
す
い
場

所
も
あ
り
ま
す
の

で
、
散
策
の
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■夏休み特別企画

①鹿角平
　クロスカントリー
　林間コース

②強滝
③天狗橋
④江竜田の滝

紹介スポット

橋の上は美
しい平面
で、周囲の

雰囲気の影
響から、ま

るで舞台の

ようにも感
じられます

天狗橋を下から見上げます。隙間を縫うように流れる川や、緑色の

藻に包まれた石など幻想的な景色が広がります

国道脇の歩道からも美しい強滝の風景が楽しめます

散策路は比較的なだらかなの

で、気軽に探検が楽しめます

滝入口にある江竜田農村公園は

綺麗に整備されており、のんびり

過ごすにはおすすめです。トイレ

もあるので安心です

１_下流域に行くための難所はおそら

くこの橋。渡る際は気を付けて／２_

橋を渡ると上流域とは異なる風景を

見ることができます(龍神の滝 )／３_

散策路は整備されており、手すりや階
段などがあります

１_林間コースにはウッドチップが敷き詰められ、歩きやすいように配慮さ

れています／２_コース内には３か所の東屋があり、休憩もできます／３_帰
りはコースを変えて、牧場風景を楽しむのもおすすめです

紹介している所要時間は、健康な大人が立ち止まらずに歩いた時
のおよその時間です。冒険度は、散策路の歩きやすさや周囲の雰
囲気を例えた表現です。中には危険な箇所もありますので、散策
の際は十分に注意して歩いてください。

 

　もうすぐ夏休みです。せっかくのお休み

を家でのんびり過ごすのも良いですが、天
気が良い日にはちょっと出かけてみません

か。鮫川村には、気軽に行ける、わくわく

するような探検スポットがたくさんありま

す。ぜひ、大自然の中で心も体もリフレッ

シュしてみてください。

①

②

③

④

上 _滝への入口は木が

生い茂り、冒険心をく

すぐります／右 _上流
域は美しい滝が多く、
中でもそうめんの滝は

落差が大きく、見どこ

ろとなっています

　下流域では、橋を渡ると左右に散策路が続いてい
ます。左へ上ると龍神の滝、右へ下ると川沿いに散策
路がさらに続き、梵天岩などがあります。道は整備さ
れていますが、最下流は現在崩落の危険性から立ち
入り禁止となっていますのでご注意ください。

　江竜田の滝は、上流から下流にかけて大
小さまざまな滝があります。
　上流域は見応えのある滝や、水遊びが
できる浅瀬などがあり、歩く距離も短い事
から気軽に楽しむことができます。森林浴
や滝のマイナスイオンでリフレッシュできる
おすすめのスポットです。
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み ん な の ペ ー ジ

　
　
　

俳　
　

句

五
月
晴
代
か
き
と
ね
っ
こ
子
が
弾
む

中
井

　
恒
峯

キ
ャ
ベ
ツ
畑
小
さ
き
物
も
大
と
な
る

北
條
素
人
坂

機
械
音
響
く
勿
ち
青
田
成
る

松
本

　
精
一

杉
し
ず
く
熊
谷
草
に
共
鳴
す

前
田

　
縫
子

若
葉
雨
草
取
鍬
を
買
い
に
行
く山

本
　
恵
子

虫
を
追
う
親
子
セ
キ
レ
イ
目
の
前
に

斎
須

　
信
子

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
い
つ
止
む
走
り
梅
雨

鈴
木

　
米
子

田
植
機
が
右
往
左
往
の
日
和
か
な

山
本
五
十
鈴

　
　
　

短　
　

歌

ひ
と
月
の
苗
代
の
世
話
無
事
果
た
し
田

に
送
り
出
す
軽
ト
ラ
に
乗
せ

鈴
木
イ
ミ
子

言
葉
書
き
辞
書
繰
ゆ
け
ば
方
言
と
赤
線

付
け
る
ペ
ー
ジ
の
古
さ

須
藤

　
幸
子

さ
ん
ゝ
と
ふ
れ
る
青
葉
の
今
朝
の
か
げ
都

会
に
住
む
孫
の
心
に
う
つ
し
て
あ
げ
た
い
と

佐
藤

　
春
枝

さ
つ
ま
芋
植
え
る
園
児
の
は
し
ゃ
ぐ
声
時

期
の
来
る
を
我
が
家
に
聞
き
ぬ石

井
　
幸
子

巡
り
観
る
季
節
も
過
ぎ
て
新
緑
の
里
は

息
吹
き
て
我
を
包
み
ぬ

須
藤
シ
ツ
エ

歌
詠
め
ば
人
夫
々
に
生
ま
れ
き
し
過
去

は
尊
し
余
生
大
事
に

前
田
喜
三
子

新
緑
に
閉
ざ
さ
れ
清
し
舘
山
に
昔
を
偲

び
つ
現
世
を
巡
る

板
橋
　
源
良

親
と
子
の
職
業
違
う
現
代
に
農
を
守
る

は
至
難
の
事
よ

関
根
キ
ヌ
子

藤
房
が
木
々
に
た
よ
り
て
咲
誇
る
紫
色

の
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
り

赤
坂
　
和
子

陽
光
に
新
緑
ま
ぶ
し
五
月
晴
れ
同
じ
顔

か
を
開
級
式
の

矢
吹

　
一
二

励
ま
さ
れ
迷
う
心
に
鞭
打
た
れ
前
向
く

思
え
に
時
折
手
違
う

北
條

　
　
平

やぶき・やすひろ●1978年1月生まれ。学校法人石川高等学
校勤務。モットーは、自分の思い、自分の考えを大切に。赤坂西
野字官沢、39歳。

228村民【随想】リレー

矢吹　靖弘さん

時間の重さを感じて

■

過
ぎ
去
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時

に
、
改
め
て
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
し
み
じ

み
と
考
え
る
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
時
間
の
重
さ

を
感
じ
つ
つ
、
教
え
子
世
代
を
応
援
し
、

ま
た
、
我
が
子
世
代
の
子
供
た
ち
が
笑

顔
で
育
つ
環
境
作
り
に
貢
献
し
な
が
ら

恩
返
し
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

「
笑
路
︵
わ
ら
じ
︶
会
」
と
い
う
村

の
同
級
生
の
会
が
あ
り
ま
す
。
笑
顔
で

暮
ら
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
未
来
に

笑
顔
が
待
つ
路
︵
み
ち
︶
を
作
っ
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

次
号
は
、
関
根
満
さ
ん（
赤
坂
中
野
字
宿
ノ

入
）に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

　

今
年
４
月
に
鮫
川
村
駐
在
所
に
ハ
ン

サ
ム
な
警
察
官
が
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。

駐
在
さ
ん
夫
婦
は
私
が
教
職
に
就
き
、

担
任
と
し
て
初
め
て
送
り
出
し
た
卒
業

生
で
す
。
先
日
、
交
番
前
で
の
立
ち
話

の
中
で
、
彼
が
「
三
十
歳
で
す
よ
、
も

う
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。
自

宅
に
戻
り
、
農
協
の
会
報
に
目
を
通
す

と
、
野
菜
作
り
を
し
て
い
る
青
年
の
記

事
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
偶
然
に
警

察
官
と
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
教
え
子
で

す
。
頼
も
し
い
教
え
子
た
ち
の
笑
顔
に

感
動
し
な
が
ら
、
改
め
て
自
分
も
歳
を

重
ね
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

高
校
の
教
壇
に
立
ち
18
年
目
。
こ
れ

ま
で
は
、
毎
日
が
100
ｍ
走
の
よ
う
に
無

我
夢
中
で
、
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

百貨店内の書展、
銀河堂書店に勤め

る物静かな青年、
月原一整。彼が見
つけた「宝もの」の
ような一冊をめぐ

り、彼の友人が、
同僚たちが、作家

が、そして出版営業が一緒になって

ある奇跡を巻き起こす。

昆虫には骨がな

いの？空気にも重
さがあるの？一番
長生きする生き物
は何？など、「生
き物」「体」「地
球・宇宙」「身の

まわり」の４つの

ジャンルから子どもたちの身近な

科学の疑問を取り上げ、解き明かし

ます。

Book
図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

第３土曜日は 家族一緒に読書の日

米村でんじろう著、日東書院出版

桜風堂ものがたり

科学っておもしろい！
なぜ・なに・なんで・わくわくサイエンス

村山早紀著、ＰＨＰ研究所出版
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YA
SU

H
IRO

  YA
BU

K
I

【観望の案内】団体(５人以上)の場合、事前に申し込むとインストラクター

が星空解説をします。　※観望日の１週間前までに申し込んでください。
＜予約方法＞電話で①氏名②住所④電話番号⑤参加人数を伝えてください。
＜予約先＞村農林商工課☎0247493113　

天 台文 信通 vol.４鮫川天文愛好会だより

７月初旬の夜空にはヘルクレス座が見られます。ヘルクレス座はギリ

シャ神話に登場する勇者ヘラクレスの姿を表しています。夜９時過ぎに

は天頂付近まで昇りますので、星座早見表などを頼りに、右手でこん棒
を振り上げたヘラクレスの姿を探してみてください。ヘルクレス座には大
きな球状星団「Ｍ１３」があります。球状星団は太陽より年老いた星が

球状に密集している星の大集団です。Ｍ１３は肉眼でも見つけることが

できる北天一明るい球状星団で、望遠鏡で見ると無数の星々の集まり

を確認することができます。

Ｍ１３までの距離は約 25,100光年。集まっている星の数は数十万個と考えられています
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★今、夢中になっているこ

とは何ですか？
　体を動かすのが好きで、
色々なところで運動してい

ます。親子で所属している

野球チームで試合に出たり、
会社の人とフットサルを

したり。最近始めたスノー

ボードは、もっと回数行っ

てうまくなりたいです。

★これからチャレンジしてみ

たいことは何ですか？
　日本一周してみたいです。
キャンプしながらおいしい

物を食べてまわり、友達と

思い出を作りたいです。その

ために、まずはお金を貯め

て大きい車を買いたいです。

★鮫川村に住んでいて感じ

ることや好きなところは？
　地域の人柄の温かさをい

つも感じています。年齢関
係なく、仲良く付き合える

村の雰囲気が好きです。

★鮫川村に要望などはあり

ますか？
　同級生が仕事を求めて東
京など村外へ行ってしまい

寂しいです。村で活躍する

企業がもっと増えれば、若
い人が村に残れるようにな

ると思います。
■

み ん な の ペ ー ジ

関根崇文さん

鮫川器機株式会社

せきね・たかふみ
1996年４月生まれ　21歳
Ａ型　おひつじ座
趣味は音楽鑑賞
西山字西野内

８月は、田子和樹さん（赤坂東
野字官代在住）の予定です。

年
齢
関
係
な
く
仲
が
良
い
地
域
性
が
好
き

Young Plaza

鮫川職場探訪記

Person

若者の広場　No.151

- 第 １ 回 -

さめがわ人　No.16

鈴
木
隆
さ
ん

す
ず
き
・
た
か
し(

37)

　
赤
坂
東
野
字
大
石
草

商
工
会
青
年
部
に
所
属
し
て

15
年
目
と
い
う
鈴
木
隆
さ
ん
。

４
月
に
青
年
部
長
に
就
任
し
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

「
青
年
部
に
は
歳
の
近
い
仲
間
が

多
く
、
み
ん
な
言
い
た
い
こ
と
を
言

い
あ
え
る
関
係
で
す
。
お
か
げ
で
充

実
し
た
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
」
と
、

隆
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
商
工
会
青
年
部
は
、
村
の
商
工

団
体
の
45
歳
以
下
の
若
手
で
構
成
さ

れ
、
花
火
大
会
や
う
ま
い
も
の
祭
り

な
ど
、
村
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

運
営
や
、
売
店
を
出
店
し
、
地
域
の

に
ぎ
わ
い
作
り
の
た
め
に
日
々
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
「
準
備
や
当
日
の

運
営
・
片
付
け
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
大

変
で
す
が
、
仲
間
と
一
緒
に
今
し
か

経
験
で
き
な
い
こ
と
を
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
が
楽
し
い
で
す
」
隆
さ
ん

の
声
の
ト
ー
ン
も
上
が
り
ま
す
。

　

今
の
部
員
は
特
に
結
束
が
固
く
、

部
の
集
ま
り
だ
け
で
な
く
、
部
員

同
士
の
飲
み
会
も
多
い
そ
う
で
す
。

「
良
い
意
見
は
案
外
飲
み
会
の
場
か

ら
出
る
事
が
多
い
で
す
。
今
度
の
新

し
い
出
店
メ
ニ
ュ
ー
案
も
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
ま
し
た
。
気
兼
ね
な
く
話
せ

る
関
係
だ
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま

す
」
隆
さ
ん
は
目
を
細
め
ま
す
。

　

楽
し
い
青
年
部
で
す
が
、
心
配
事

も
あ
り
ま
す
。
現
在
13
人
い
る
部
員

の
ほ
と
ん
ど
が
30
代
後
半
で
20
代

の
若
い
部
員
は
２
人
し
か
い
な
い
そ

う
で
す
。
い
ず
れ
今
の
よ
う
な
活
動

が
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

隆
さ
ん
は
心
配
し
ま
す
。
「
た
と
え

ば
、
地
区
の
盆
踊
り
が
減
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
、
花
火
大
会
ま
で
無
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
盆
に
帰
っ
て
く
る

人
を
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
れ
は
と
て
も
寂
し
い

こ
と
で
す
」
遠
く
を
見
つ
め
る
隆
さ

ん
は
、
村
の
将
来
を
心
か
ら
案
じ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。「
若
い
人
が
少
な

い
の
は
村
全
体
の
課
題
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
青
年
部
が
に
ぎ
わ
い
を
作

り
、
村
に
人
を
呼
べ
る
よ
う
な
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
隆
さ
ん

は
今
後
の
活
動
に
も
前
向
き
で
す
。

　

村
の
た
め
に
頑
張
る
青
年
部
員
を

も
し
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

託
さ
れ
た
部
長
の
た
す
き
、

責
任
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す

出店用新メニューの打合せ。味だけでな
くコストや現場の手間なども研究します

時代のニーズに合わせたレンズ製造で、
これからの光学業界を切り拓く！

代表取締役社長　神長　裕夫
従業員数　72名
所在地　大字渡瀬字中野町 204番地
電　話　48-2016　FAX　48-2107

　鮫川器機では、ＴＶカメラ用の高性能レンズや、医
療用内視鏡に使われる光ファイバー、防犯カメラ用のレ

ンズなど、様々な光学製品を製造しています。職場で

は若い人からベテランまで、幅広い年代が活躍します。
　工場内に入ると、手作業の多さに驚きました。精密
な作業は、技術だけでなく感性も大切だそうです。
　「より良い製品を作るために、日々工夫を重ねています」
と、工場長の矢吹仁さんは話します。丁寧な作業と確
かな技術、鮫川器機に寄せられる信頼は厚いようです。

１_研磨室。たくさんの機
械が並びます２_製品は一
つ一つ丁寧に検査されます
３_鮫川器機製のＴＶカメ
ラ用レンズ

村
商
工
会
青
年
部
　
部
長

１

２ ３
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■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

災害時対応電話 (停電・災害時)
　　　49-3302・49-3303

住民福祉課　　 　49-3112
農林商工課・農業委員会 　
　　　　　　　 　49-3113
地域整備課　 　　49-3114
議会事務局　　 　49-3115
出納室　　　　 　49-3116

【その他の機関】
教育委員会　　 　49-3151
図書館　　　　 　29-1150
農業者トレーニングセンター
　　　　　　　 　49-3295
学校給食センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）　　　　　29-1010
保健センター 　　29-1231
国保診療所　 　　49-2028
ほっとはうす・さめがわ
　　　　　　　 　48-2555
手･まめ･館　　 　49-2556
山王の里　　　 　48-2848
ゆうきの郷土　 　49-3474

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

nformationi

防災無線でむし歯予防を

呼びかけます。

７月の担当は―
鮫川中学校
保健給食委員会

　鈴木千尋さん

　坂本愛花さん

　田子愛菜さん

　藤元　舞さん

原
子
力
損
害
賠
償
に
か
か

る
個
別
相
談

　

県
は
、
県
弁
護
士
会
お
よ
び

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
と
連
携

し
、
弁
護
士
や
不
動
産
鑑
定
士

に
よ
る
相
談
を
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。
請
求
手
続
き
に
関
す

る
不
明
な
点
や
お
困
り
の
点
に

つ
い
て
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　

７
月
21
日
㊎
13
時

　

30
分
～
15
時
45
分

場
所　

白
河
商
工
会
議
所

そ
の
他　

相
談
は
事
前
に
電
話

で
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談

日
に
は
東
京
電
力
が
送
付
す

る
「
賠
償
金
御
請
求
書
②
」

一
式
と
、
可
能
な
ら
家
屋
の

写
真
や
建
築
図
面
な
ど
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
原
子
力
損
害
対
策
課
☎

　

０
２
４
︲
５
２
１
︲
８
２
１
６

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

ま
し
ょ
う

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
１
６
︐４
９
０
円

で
す
。
保
険
料
は
、日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、

便
利
で
割
引
が
あ
る
口
座
振
替

納
付
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
が
少
な
い
な
ど

に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
制

度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
各
窓
口
に
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
白
河
年
金
事

　

務
所
☎
０
２
４
８
㉗
４
１
６
１

　

／
村
住
民
福
祉
課
住
民
係
☎

　

㊾
３
１
１
２

ふ
く
し
ま
産
業
復
興
雇
用

支
援
助
成
金

　

県
は
、
県
指
定
の
補
助
金
・

融
資
を
受
け
た
後
、
被
災
求
職

者
を
雇
い
入
れ
た
場
合
、３
年
間

で
最
大
120
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
29
年
７
月
20

　

日
～
平
成
30
年
１
月
12
日

そ
の
他　

詳
し
く
は
ふ
く
し
ま

産
業
復
興
雇
用
支
援
助
成
金

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
雇
用
労
政
課
☎
０
２
４

　

︲
５
２
１
︲
７
４
８
９

村
図
書
館
の
臨
時
開
館

　

図
書
館
で
は
、
児
童
の
夏
休

毎
月
８
日
は「
歯
の
日
」で
す

み
に
合
わ
せ
て
、
休
館
日
を
臨

時
開
館
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

臨
時
開
館
日　

７
月
24
日
、
31

　

日
、
８
月
７
日
、
21
日

開
館
時
間　

９
時
30
分
～
18
時

問
村
図
書
館
☎
㉙
１
１
５
０
／

村
教
育
委
員
会
教
育
課
☎
㊾

３
１
５
１

平
成
30
年
度
白
河
広
域
市

町
村
圏
整
備
組
合
採
用
候

補
者
試
験
（
消
防
吏
員
・

事
務
職
社
会
人
）

︻
消
防
吏
員
︼
９
名
程
度

受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
学

歴
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
科
目　

第
一
次
試
験
＝
教

　

養
試
験
︵
筆
記
試
験
︶
・
消

防
適
性
検
査　

第
二
次
試
験

＝
身
体
検
査
・
体
力
検
査
・

作
文
・
口
述
試
験

第
一
次
試
験
日　

平
成
29
年
９

　

月
17
日
㊐

試
験
会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ

　

ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
︵
白

　

河
市
中
田
140
︶

︻
事
務
職
社
会
人
︼
若
干
名

受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
平
成

29
年
３
月
末
日
現
在
に
お
い

て
、
民
間
企
業
な
ど
に
お
け

る
職
務
経
験
を
５
年
以
上
有

す
る
人
。
︵
学
歴
不
問
︶
試

験
科
目　

第
一
次
試
験
＝
職

務
基
礎
試
験
・
職
務
適
応
検

査　

第
二
次
試
験
＝
小
論
文

お
よ
び
面
接

第
一
次
試
験
日　

平
成
29
年
９

　

月
17
日
㊐

試
験
会
場　

福
島
自
治
会
館

︵
福
島
市
中
町
８
番
２
号
︶

受
付
期
間　

平
成
29
年
７
月
12

日
㊌
～
８
月
10
日
㊍
ま
で

︵
土
日
・
祝
日
は
除
く
︶
受

付
は
執
務
時
間
中
に
限
り
ま

す
。

未
来
の
医
療
人
は
君
だ
！

夏
休
み
親
子
学
習
会

　

医
療
や
介
護
の
仕
事
の
魅
力

を
見
て
・
知
っ
て
・
感
じ
て
み

よ
う
！
夏
休
み
の
１
日
を
親
子

で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

対
象　

東
白
川
郡
に
お
住
ま
い

の
小
学
４
・
５
・
６
年
生
と

そ
の
保
護
者

日
時　

７
月
27
日
㊍
９
時
30
分

　

～
16
時
30
分

場
所　

棚
倉
合
同
庁
舎
駐
車
場

に
集
合
し
、
そ
こ
か
ら
バ
ス

で
塙
厚
生
病
院
↓
寿
恵
園
↓

白
河
オ
リ
ン
パ
ス
の
順
番
で

移
動
し
ま
す
。

申
し
込
み　

申
込
書
に
記
載
の

う
え
、
７
月
14
日
㊎
ま
で
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
受
け
付
け
後
、
参
加
証

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
当
日

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

１
組
に
つ
き
お
子
さ

ん
２
名
ま
で
参
加
で
き
ま

す
。

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
総
務

企
画
課
☎
０
２
４
８
㉒
５
４

４
７　

FAX
０
２
４
８
㉒
５
４

５
１　

メ
ー
ル 

ken
nan

.

h
o
k
e
n
f
u
k
u
s
h
i
@
p
r
e
f
.
f
u

ku
shi

ma.
lg.

jp

申
し
込
み　

試
験
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
問
合
せ
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込

書
は
白
河
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
で
交
付
し
ま
す
。

︵
消
防
吏
員
は
、
各
消
防

署
・
分
署
で
も
交
付
で
き
ま

す
︶

問
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消

防
本
部
総
務
課
総
務
係
☎
０

２
４
８
㉒
２
１
６
８
／
白
河

地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組

合
総
務
課
☎
０
２
４
８
㉒
１

１
４
５

日本語教室を開催します

-参加者・ボランティアを募集-

　地域で暮らす外国人が不自由なく日常生活を
送るための日本語学習の手助けを行うボラン
ティアを募集しています。外国語がわからなく
ても大丈夫！事前に日本語教師による講習を受
けますので、資格等は一切関係ありません。気
軽に参加して、日本語ボランティアとして活躍
してみませんか。

■日程
　平成 29年７月 29日 (土 )～９月９日 (土 )
　合計６回　毎週土曜日(ただし８月12日は休み)

開催日 時間 内容
①７月 29日 10：30‐12：30 ボランティア研修会

12：30‐13：30 休憩

13：30‐15：30 日本語教室

15：30‐16：30 ボランティア研修会

②８月５日
③８月19日
④８月 26日
⑤９月２日
⑥９月９日

13：00‐13：30 ボランティア研修会

13：30‐15：30 日本語教室

15：30‐16：30 ボランティア研修会

■場所
　棚倉町立図書館　多目的ホール１～２
　〒 963-6131　棚倉町大字棚倉字新町 21-1

■申し込み・問い合わせ先
　(一財 )棚倉町活性化協会
　〒 963-6131　棚倉町大字棚倉字中居野 33
　(棚倉町役場地域創生課内 )
　☎㉝２１１２　FAX㉝３７１５
　E-mail
　tanaprom@town.tanagura.fukushima.jp

■その他
　(公財 )県国際交流協会と共催により実施します。
※外国人参加者も募集しております(参加費無料 )

問棚倉町役場地域創生課　☎㉝２１１２

相
談

i

■今月の納税　　　　　　　　

固定資産税（第２期）
国民健康保険税（第２期）
介護保険料（第２期）
※納期限：７月31日(月)

■今月のあおぞら号

昼バス運行日

７月３日、４日、20日、21日

募
集

i
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情報ＢＯＸ

暮らしのカレンダー

人の
動き

６/１現在・（　）は前月比

人口 3,570 人 （－5）
（－2）
（－3）
（＋1）

　女
1,797 人　男
1,773 人

世帯 1,128 戸

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター   [あ]＝村営バス 「あおぞら号」 ７

※行事などの日程は都合により変更になる場合があります。

おく
やみ

５月届け出分・敬称略

住 所 氏 名 月 日 年齢

鍬木田 鈴木　利男 5. 1 93歳
広 畑 藤田　惠子 5. 6 62歳
大久保 生田目　芳 5. 6 88歳
江 堀 武藤　　明 5.20 69歳
仁 田 緑川カツ子 5.29 78歳

July

19 SAMEGAWA●2017-7

※お誕生、おくやみ、寄付・寄贈欄への掲載を希
　望しない人は、届け出の際に申し出てください。

日 月

２ ３
　木村医院(矢祭町)☎46-3528

●クリーンアップ作戦

◆送迎車運行日
　(村内全域)

●昼バス運行日[あ]

●図書館休館日

●トレセン休館日

９ 10
　あらまちクリニック(棚倉町)☎33-8018

●住民健康診査…8:00～

　[対象地区：青生野区]

◆送迎車運行日
　(村内全域)

●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４カ月児健診・お

　母さんの口腔健康相談

16 17 海の日

　つちやクリニック(塙町)☎43-2250

●夏のコンサート

　金澤医院(矢祭町)

　☎46-2312

●図書館休館日

●トレセン休館日

23 24
　和田医院（棚倉町)☎33-2012 ◆送迎車運行日

　(村内全域)

30 31
　大木医院(棚倉町)☎33-2424 ◆送迎車運行日

　(村内全域)

火 水 木 金 土

７/１

４ ５ ６ ７ ８
◆送迎車運行日
　(西野・西山地区)

●昼バス運行日[あ]

●住民健康診査…8:00～

　[対象地区：赤坂西野

　区・富田区]

◆送迎車運行日
　(中野・東石地区)

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

●住民健康診査…8:00～

　[対象地区：西山区]

●やまゆり保育室 [こ]

◆送迎車運行日
　(青生野地区)

●住民健康診査…8:00～

　[対象地区：赤坂中野区]

◆送迎車運行日
　(富田・渡瀬地区)

●住民健康診査…8:00～

　[対象地区：赤坂東野

　石井草区]

●住民健康診査…8:00～

　[対象地区：渡瀬区]

11 12 13 14 15
◆送迎車運行日
　(西野・西山地区)

◆送迎車運行日
　(中野・東石地区)

●「さぎり荘」定休日

●やまぶきの会…

　10:00～15:00[保]

●やまゆり乳児室 [こ]

◆送迎車運行日
　(青生野地区)

●筋力づくり教室…

　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(富田・渡瀬地区)

18 19 20 21 22
◆送迎車運行日
　(西野・西山地区)

◆送迎車運行日
　(中野・東石地区)

●「さぎり荘」定休日

●筋力づくり教室…

　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(青生野地区)
●昼バス運行日[あ]
●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]
●心配ごと相談会…
　13:00～15:00[公]
●小・中学校、幼稚園
　第１学期終業式

◆送迎車運行日
　(富田・渡瀬地区)

●昼バス運行日[あ]

25 26 27 28 29
◆送迎車運行日
　(西野・西山地区)

●筋力づくり教室…

　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(中野・東石地区)

●「さぎり荘」定休日

●筋力づくり教室…

　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(青生野地区)

●幼稚園お泊り保育 [こ]

◆送迎車運行日
　(富田・渡瀬地区)

●夏祭り花火大会 [こ]

８/１ ２ ３ ４ ５
◆送迎車運行日
　(西野・西山地区)

●筋力づくり教室…

　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(中野・東石地区)

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

●やまぶきの会…

　10:00～15:00[保]

●やまゆり保育室 [こ]

◆送迎車運行日
　(青生野地区)

◆送迎車運行日
　(富田・渡瀬地区)

医

医

医

医

医

第１日曜日は環境美化の日

■社会福祉事業のために[金員]…
　鈴木一(鍬木田) 藤田洋美(広畑)
　武藤玄由(内ヶ竜) 緑川義勝(仁
　田)
■村長が必要と認める事業のために
　…佐藤勝三(福島市)
■村スポーツ少年団の活動のために
　…湯座建設株式会社(赤坂中野)

寄付
寄贈

５月受理分・敬称略

編/集/後 /記

■初めて会う人に取材をすると「言葉がき
れいだね、この辺の人じゃないでしょ」→
「埼玉出身なんです」→「え!?これまた
何で村に来たの!?」というお決まりのや
り取りがあります。村は自然が美しいだけ
でなく、周りの人も親切でとても良い所で
す。広報紙を通してそのことを少しでも伝
えていければと思っています。（西橋）

お誕生

５月届け出分

遠藤　結
ゆいな

愛・女
平 29.4.25 生
住所…茅
保護者…健太・愛美

藤田　琉
るい

生・男
平 29.5.12 生
住所…越虫
保護者…朔人・由賀

緑川　遥
はるま

馬・男
平 29.5.17 生
住所…真坂
保護者…大・仁美

医


